
定例記者会見（11 月）次第 

 

令和 4年 11 月 1 日（火） 

                      午前 11 時～ 

                      第三委員会室 

市長公室広報広聴係  

 

＜出席者＞ 

酒田市／市長 

総務部長、企画部長、地域創生部長、市長公室長、企画調整課長、 

商工港湾課長、交流観光課長 

 

 

酒田記者クラブ／各社 

 幹事社／荘内日報、ＮＨＫ（11 月・12 月） 

 

 

１ 開 会 

（1）発表事項 

令和４年度酒田市新田産業奨励賞の受賞者が決定しました（商工港湾課） 

 

   

（2）代表質問・フリー質問 [幹事社] 

 

   

（3）その他 

   

 

２ 閉 会 
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令和 4 年 11 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

令和 4 年度酒田市新田産業奨励賞の 

受賞者が決定しました 

 

 このたび、令和 4 年度酒田市新田産業奨励賞の受賞者が下記のとおりに決定

しました。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

【令和 4年度受賞者】     

株式会社金龍（代表取締役 佐々木 雅
まさ

晴
はる

 氏） 

高い品質水準で定番商品を大切に守りつつ、地元の特産品を使用した新商品

の開発や新分野への挑戦を続ける同社の企業活動は、本市の産業振興に貢献し

ています。 

株式会社共栄開発工業（代表取締役 上林 大樹
だいき

 氏） 

需要に対する真摯で素早い対応による技術力向上、業務転換、全国展開への

発展、将来を見据えた人材の登用・育成など他の模範となる取り組みとして本

市の産業振興に貢献しています。 

 

◆詳しくは、別紙を参照してください。 

 

【授賞式】 

○日時／11 月 22 日（火）午前 11 時～  

○場所／ガーデンパレスみずほ(みずほ二丁目) 

 

●お問い合わせ／ 

商工港湾課企業立地・産業振興係 藤原秀樹  

℡ 26-5361 FAX 22-3910 

E メール shoko@city.sakata.lg.jp 

 

酒田市新田産業奨励賞 

酒田市新田産業奨励賞は、株式会社平田牧場及び株式会社平牧工房からの寄

付金を基に設置した新田産業振興基金を活用して、産業振興に貢献し、他の模

範となる個人、団体又は企業を表彰するものです。 

 



 

酒田市新田産業奨励賞受賞者の決定について 

 

酒田市地域創生部商工港湾課 
 

１．受賞者等の功績内容 

 

（１）株式会社金龍 代表取締役 佐々木 雅
まさ

晴
はる

 氏 

   酒田市黒森字草刈谷地１８０番地の１ 

 

同社は、昭和２５年に当地域の清酒製造業９社の出資により

設立され、安心安全な焼酎造りを通して、お客様に満足を提供。 

創業当初から続く品質への強いこだわりは、地域の方々に愛

されるロングセラー商品であり、現在も主力商品となっている

「爽金龍」の誕生につながり、新酒鑑評会や清酒鑑評会で連続して金賞を受賞されて

います。 

山形大学農学部と共同研究した独自の低温抽出製法などの新しい技術も取り入れ

ながら、庄内産「つや姫」などを原料とした米焼酎「爽金龍かおり」「爽金龍つや姫仕

込」、だだちゃ豆特有の風味を引き出したスピリッツ「殿様のだだちゃ豆のお酒」など

地元の特産品を取り入れた製品を次々と生み出し、地元のみならず他地域にも愛好家

がいます。 

また、平成３０年に製造に着手し、今年２月に発売開始した県内初のシングルモル

トジャパニーズウイスキーは、今年の世界的酒類コンペティションにて「ＧＯＬＤ」

を獲得。既に市場では品薄状態となるなど好評を博しております。 

地域社会への貢献にも積極的で、災害時の避難所において消毒アルコールとして使

用可能なウオッカを山形県に寄贈されました。 

高い品質水準で定番商品を大切に守りつつ、地元の特産品を使用した新商品の開発

や新分野への挑戦を続ける同社の企業活動は、市の産業振興に貢献するものです。 

 

（２）株式会社共栄開発工業 代表取締役 上林 大樹
だ い き

 氏 

   酒田市砂越字上川原４２２ 

 

同社は、建設機械の修理業として昭和６２年に設立し、現在は

建設機械の油圧ショベルの掘削部にあたるバケットなどの建設

機械アタッチメントの製造・修理等の事業を主に展開されてい

ます。 

工事現場に適した特注品を使うことが多い建設機械アタッチメントにおいて、顧客

の様々な要望に応えるべく、自社工場で設計から製造、品質検査に至るまで一貫生産

が可能となるほど技術水準を向上させ、修理業から製造業への業務転換を成し遂げま

した。製品を通じた地域の社会基盤づくりへの貢献度は大きく、目に見えないところ

で本市の産業振興を下支えされてきたほか、東日本大震災の際には、アタッチメント
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の供給不足にもいち早く対応し、被災地の復興にも貢献されています。 

製品は口コミで関東、関西、四国からの注文が入るほど評判となり、建設機械ディ

ーラーや商社への提供を通じた販路の全国展開に繋がりました。現在は建設機械メー

カーで対応できないような特注品のアタッチメント専門工場としての評価を確立し、

他社との差別化が図られています。 

また、その技術継承を円滑に行うため、若手専務であった上林氏への代表変更をは

じめ、計画的な若手社員の育成に努められています。 

需要に対する真摯で素早い対応による技術力向上、業務転換、全国展開への発展、

将来を見据えた人材の登用・育成など、同社の取り組みは他の模範となるものです。 

 

２．授賞式 

 

（１）日 時  １１月２２日（火）午前１１時００分～１１時４５分 

 

（２）会 場  ガーデンパレスみずほ 

 

 

３．記念講演会 

 

（１）日 時  １１月２２日（火）午後３時１５分～５時００分 

 

（２）会 場  公益ホール（東北公益文科大学内） 

 

（３）内 容  一部  講演 寺島 実郎 氏（一般財団法人日本総合研究所 会長・

東北公益文科大学客員教授） 

 

        二部  対談 寺島 実郎 氏 

佐高  信 氏（評論家・東北公益文科大学客員教授） 

 

（４）その他  入場無料（ただし、ＷＥＢ申込または整理券申込による整理券が必

要。詳細は市ホームページや 11 月 16 日号広報を参照） 

 



地域創生部
令和４年１１月１日

写 真 で 綴 る 「 第 3 1 回 北 前 船 寄 港 地 フ ォ ー ラ ム i n フ ラ ン ス 」

④本番までのロードマップ

時間：１０：４５〜１３：１５
会場：パリ／バトームーシュ（セーヌ川船上）
丸山市長／バトームーシュ関係者への友好のエール 社長への記念品の贈呈
酒田舞娘の踊りの披露

番号 業種 事業者名1 運輸業、郵便業 酒田第一タクシー株式会社2 その他 公益社団法人酒田市シルバー人材センター3 医療、福祉 社会福祉法人明松会4 製造業 東北日本ハム株式会社5 その他 株式会社エルデック6 建設業・サービス業 有限会社石川設備工業所7 建設業 五十嵐工業株式会社8 サービス業 株式会社プレステージ・コアソリューション9 建設業 株式会社小松組10 製造業 株式会社四ツ葉ドレス11 卸売業、小売業 仮設機材工業株式会社12 建設業 富樫建設株式会社13 建設業 株式会社新和設備14 電気・ガス・熱供給・水道業 酒田共同火力発電株式会社15 建設業 林建設工業株式会社16 製造業 芝電化株式会社17 卸売業、小売業 株式会社ニシムラ18 卸売業、小売業 加藤総業株式会社19 サービス業 ひらた悠々の杜株式会社20 運輸業 松山観光バス株式会社

北前船寄港地フォーラムinフランス 開会式 JNTO主催「地方誘客セミナー」

パリ市庁舎 表敬訪問

時間：10月17日（月） 15:00〜16:00
会場：パリ／パリ市庁舎→変更
丸山市長／パリ市副市長と名刺交換、記念品贈呈、酒田舞娘と記念撮影

時間：10月17日（月） 16:00〜20:00
会場：パリ／プティ・パレ
丸山市長／酒田舞娘と酒田船箪笥製作職人の加藤渉氏を紹介
・中庭の酒田市紹介ブースにて観光素材などについての意見交換

日時 10月18日（火） 9:00〜9:50
会場：ルーブル美術館 オーディトリウム（講堂）
丸山市長／東日本側の賛同企業企業紹介

日時 10月18日（火） 10:15〜 13:00
会場：ルーブル美術館 オーディトリウム（講堂）
（一社）北前船交流拡大機構名誉会長新田嘉一氏代理で川畑道子氏挨拶
丸山市長は酒田市の「観光・文化」資源の紹介

パリとアルザス地方の位置図
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時間：10月19日（水） 18:00〜19:00
会場：ストラスブール市庁舎
丸山市長／参加自治体代表の挨拶

ス
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日時 10月19日（水） １０：４５〜１３：１５
会場：オランジェリー公園内 ジョセフィーヌの館
（一社）北前船交流拡大機構とアルザス欧州日本学研究所の有効

協力覚書締結署名式（日本側は浜田理事長）を実施

日仏地方都市首長交流会・会議




